
　「
特
別
な
備
え
」
と
思
う
と
難
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
防
災
は
も
っ
と
身
近
な
も
の
で
す
。
い
つ
も
の
暮
ら
し
に
防
災

の
視
点
を
少
し
プ
ラ
ス
す
る
。
そ
の
「
日
常
の
強
化
」
が
、
い
ざ
と
い
う
時
に
大
切
な
命
を
守
る
力
に
な
り
ま
す
。

日
常
に
足
し
算
す
る
、
防
災
の
視
点
。

自分や家族を守る、わたしの「備え」
「避難」とは、安全な場所にいる状態をつくること。
必ずしも避難所に行くことだけが避難ではありません。

主な避難方法２つ

　災害が起きた際、ご自宅の安全と備
蓄が確保されている場合は、自宅にと
どまる「在宅避難」も選択肢の１つです。
また、大雨などで浸水した際は、無理
に外へ出ず、２階などへ移動する「垂
直避難」も命を守るために有効です。

　自宅での生活が難しい、または危険が迫っ
ている場合は、町の指定施設へ避難します。
指定緊急避難場所
災害から命を守るために緊急的に避難する施設。
指定避難所
災害により自宅での生活が困難になった方が
一定期間生活するための施設。

　普段の食品や日用品を少し多めに買
っておき、消費期限や使用期限の近い
ものから日常的に消費します。消費し
た分を買い足すことで、常に一定の備
蓄量を保つことができます。

　避難した際、当面必要となる最小限のもの
を納めた袋が非常用持ち出し袋です。三日分
を目安に用意しましょう。中身の詳細は25
ページをチェック！

離乳食や
おむつが必要

折り紙やトランプ、
勉強道具がほしいかな

常備薬は
用意しておかないと

■届け出よう！
　在宅避難の場合でも、近くの避難
所に「在宅避難をしています」と届
け出をすることで、食料や水などの
支援物資を受け取ることができます。
■確認しておこう！
　家族と一緒にハザードマップなど
を確認して、お住まいの地域や学校・
仕事場の特性や危険箇所を確認しま
しょう。
■決めておこう！
　安否確認の方法やはぐれたときの
集合場所を事前に話し合っておきま
しょう。回線が混み合う災害
時は「災害用伝言サービス」
の利用も有効です。

▲詳細はこちら

ローリングストック非常用持ち出し袋

自分や家族に合った
ものを備えよう！

命と生活を守る拠点

「指定緊急避難場所・指定避難所」
住み慣れた場所で安全を守る

「在宅避難」
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▲防災マップ



■
地
域
の
絆
を
深
め
る
防
災
訓
練

　
（
真
政
区
）

　
真
政
区
で
は
、
毎
年
１

回
、
幅
広
い
世
代
が
参
加

す
る
防
災
訓
練
を
行
っ
て

い
ま
す
。

【
訓
練
内
容
】

　
西
消
防
署
の
協
力
に
よ
る
心
肺
蘇
生
な
ど
の
救
助

訓
練
を
行
う
ほ
か
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
防

災
資
機
材
の
取
扱
訓
練
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
】

　
若
い
世
代
の
参
加
率
向
上
を
図
り
、「
防
災
ク
イ
ズ

大
会
」
や
「
大
抽
選
会
」
な
ど
、
誰
も
が
親
し
み
や

す
い
内
容
を
企
画
。
多
世
代
の
交
流
が
生
ま
れ
、
災

害
時
に
支
え
合
え
る
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
が
自
然

と
育
ま
れ
て
い
ま
す
。令

和
７
年
の
豪
雨
災
害

　

猛
烈
な
大
雨
が
観
測
さ
れ

た
令
和
７
年
９
月
。
地
元
の

消
防
団
は
、
排
水
活
動
、
雨

が
収
ま
っ
た
あ
と
の
復
旧
活

動
に
率
先
し
て
取
り
組
み
ま

し
た
。
夜
通
し
の
水
防
活
動

に
よ
り
被
害
の
軽
減
に
多
大

な
貢
献
を
し
ま
し
た
。

■
「
黄
色
い
タ
オ
ル
」
で
安
否
確
認
訓
練

（
中
村
区
）

中
村
区
で
は
、
地
域
の
消
防

団
員
と
連
携
し
、「
黄
色
い
タ
オ

ル
」
を
用
い
た
安
否
確
認
訓
練

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
訓
練
内
容
】

　
消
防
団
員
の
事
前
巡
回
後
、
訓
練
開
始
に
合
わ
せ
て
住

民
が
世
帯
員
の
無
事
を
知
ら
せ
る
タ
オ
ル
を
自
宅
前
に
掲

示
。
災
害
時
に
地
域
住
民
の
安
全
を
迅
速
に
把
握
す
る
訓

練
で
す
。

【
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
】

　
住
民
一
人
ひ
と
り
の
防
災
意
識
が
高
ま
る
だ
け
で
な
く
、

自
主
防
災
組
織
や
消
防
団
と
日
頃
か
ら
顔
の
見
え
る
関
係

を
築
く
こ
と
で
、
災
害
時
に
支
え
合
え
る
強
い
地
域
づ
く

り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
も
し
も
の
情
報
、
ど
こ
か
ら
届
く
？

災
害
時
に
は
、
正
確
な
情
報
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
す

る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
、
気
象
庁
や
町
か

ら
の
緊
急
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
受
け
取
れ
る
２
つ
の

仕
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

キ
キ
ク
ル（
危
険
度
分
布
）

　
雨
や
土
砂
災
害
の
危
険
度
が
、
地

図
上
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
色
分
け
さ

れ
る
気
象
庁
の
サ
ー
ビ
ス
。

「
防
災
イ
ン
フ
ォ
み
な
か
み
」
配
信
シ
ス
テ
ム

　
災
害
情
報
な
ど
を
音
声
や
テ
キ
ス
ト
で

配
信
す
る
町
の
情
報
シ
ス
テ
ム
。
ス
マ
ホ

な
ど
で
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く

だ
さ
い
。

■
防
災
気
象
情
報
の

｢

警
戒
レ
ベ
ル
」
を
確
認
！

避
難
情
報
は
、
危
険
度
が
ひ
と
目

で
わ
か
る
５
段
階
の
「
警
戒
レ
ベ
ル
」

で
発
表
さ
れ
ま
す
。

災害時に支え合う、地域の「ちから」
災害発生時に被害を最小限にするためには、自主防災組織や消防団を中心に、

地域の方々が助け合い、協力しながら防災活動を行うことが大切です。

▲キキクル
みなかみ町
防災情報▲詳細はこちら

第１分団　副分団長
田村さん

令和８年度 中村区
自主防災会会長 内海さん

令和７年度 真政区
防災委員長 吉原さん

　地域の人々が自発的に防災活動を行う組織です。
防災訓練などのほか、災害時は情報収集や救出活動
などを行います。

　災害時には救助・救出
活動や避難誘導、災害の
拡大を防ぐための防御
活動も行います。地域に
密着した消防組織です。

レ
ベ
ル
１　

早
期
注
意
情
報

レ
ベ
ル
２　

注
意
報

レ
ベ
ル
３　

警
報

レ
ベ
ル
４　

危
険
警
報

レ
ベ
ル
５　

特
別
警
報

災
害
の
心
構
え
を

一
段
高
め
る

災
害
リ
ス
ク
を
再
確
認
・
情

報
を
把
握
す
る
方
法
を
確
認

全
員
安
全
な
場
所
へ
避
難

避
難
に
時
間
が
か
か
る
高
齢

者
な
ど
は
早
め
に
避
難

命
の
危
険
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

命
の
確
保
を
最
優
先

地域防災を支える消防団 自主防災組織

第１分団第二部
部長 松井さん
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